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	１ 　文科省指針，推進会議とりまとめ及び消費者教育推進法案に示された今後の消費者教育の方向性 ①実践的能力の育成 ②連携強化（多様な主体間，関連教育分野間における連携） ③消費者市民教育を中心とした教育内容の拡充 　（被害防止＋個人の自立＋消費者市民の視点）
	２ 　消費者市民教育についての重点的取り組みの必要性 　消費者庁は，これまでに消費者被害防止を主たる内容とした中学，高校向け教材の開発を行ったが，特に消費者市民教育の分野での教材不足が深刻
	３ 　消費者庁の体制強化の必要性
	（１） 消費者教育の理念・目的 　消費者と事業者の間に様々な格差がある経済社会において、消費者が、自らの権利と役割を理解し、選択と行動を通じて、自らの消費生活の安全・安定の確保と向上を目指すとともに、経済社会のあり方や持続可能な社会の発展に参加できるよう、諸能力の育成を図る。
	（２）  消費者教育の目標


